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新
年
の
ご
挨
拶

 

明
日
の
稲
津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　
　

 
理
事
長　

伊　
藤　
　

治

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
支
の
十
番
目
と
な
る
今
年
の
干
支
の
酉と
り

は
、
九
番
目
の
申さ
る

と

十
一
番
目
で
あ
る
戌い
ぬ

と
の
喧
嘩
を
仲
裁
す
る
為
に
、
猿
と
犬
の
間
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
酉
年
は「
ト
リ
こ
む
」に
通
じ
、

商
売
な
ど
に
は
非
常
に
縁
起
が
い
い
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二

〇
一
七
年
の
酉
年
の
全
体
運
は
運
気
が
上
昇
す
る
年
に
な
る
と
の

「
干
支
占
い
」を
目
に
し
ま
し
た
。
是
非
と
も
あ
や
か
り
、
飛
躍
の
一

年
と
し
た
い
も
の
で
す
。

新
春
一
番
、
稲
津
公
民
館
で
は「
み
ん
な
で
楽
し
い
お
正
月
」を
テ

ー
マ
に
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
、
本
年
は
ジ
ャ
ン
ボ「
折
り
紙
」と「
と

ん
と
ん
相
撲
大
会
」を
一
月
五
日（
木
）に
開
催
い
た
ま
す
。
親
子
お

揃
い
で
お
出
か
け
い
た
だ
い
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

稲
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
世
代
間
の
交
流
を
意
識
し
て
、

「
親
子
で
、
夫
婦
で
、
家
族
こ
ぞ
っ
て
」参
加
し
て
い
た
だ
け
る

「
場
」
を
た
く
さ
ん
企
画
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
昨
年
と
同
様
に「
稲

津
は
す
ご
い
ね
！
」と
う
れ
し
い
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
、

年
間
を
通
し
て
「
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
に
事
業

展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
稲
津
公
民
館
を
活
動
の
拠

点
と
し
て「
ふ
る
さ
と
稲
津
」の
創
造
に
向
け
て
、
区
長
会
と
緊
密
な

連
携
の
も
と
、
町
民
み
な
さ
ん
が
参
加
で
き
る「
明
る
く
楽
し
く
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
稲
津
」を
目
指
し
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
積

極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
一
年
が
、
す
べ
て
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平成29年１月１日

平
成
二
十
八
年
、
２
０
１
６

年
、
皆
さ
ん
に
は
ど
ん
な
年
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

今
年
の
漢
字
は「
金
」。
リ
オ

五
輪
の
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、

前
都
知
事
の
政
治
と
カ
ネ
、
イ

チ
ロ
ー
の
３
千
本
安
打
達
成
の

金
字
塔
、
米
大
統
領
選
挙
で
勝

利
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
金
髪
…
。

功
罪
入
り
混
じ
っ
た「
金
」で
し

た
。
国
内
で
は
熊
本
大
地
震
を

は
じ
め
、
海
外
で
も
本
当
に
溜

息
の
出
る
よ
う
な
事
が
一
杯
あ

り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代
を
処

し
て
い
く
に
は
、
仏
の
口
か
ら

出
た
不
滅
の
真
理「
金
言
」が
不

可
欠
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
…
。

今
年
も「
い
な
つ
ま
ち
づ
く

り
ア
ル
バ
ム
」で
、
こ
の
１
年

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

日
本
の
原
風
景
に
除
夜
の

「
鐘
」が
あ
り
ま
す
。
百
八
の
煩

悩
を
打
ち
払
う
清
浄
な
カ
ネ
の

音
で
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
期
待
と

不
安
が
交
錯
す
る
新
し
い
年

に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

 

（
Ｋ
）

日　

時　

１
月
５
日（
木
）
10
時

場　

所　

稲
津
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

１
０
０
円

七
草
粥
と
ぜ
ん
ざ
い
を
用
意
し
ま
す
。

定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

日　

時　

３
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

開
場
13
時
30
分　

開
演
14
時

場　

所　

稲
津
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

３
０
０
円

＊
詳
細
は「
月
刊　
い
な
つ
び
よ
り
２
月
・
３
月
号
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
18
日（
土
）
前
夜
祭　

18
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
　

19
日（
日
）
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ　

10
時
〜
15
時
30
分

場　

所　

稲
津
公
民
館

入
場
料　

無
料

※
19
日
の
み
、
ミ
ニ
喫
茶
を
開
店
し
ま
す
。

※
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
約
３
０
０
０
枚
の
レ
コ
ー
ド
を
展
示

（
１
月
22
日
〜
２
月
19
日
）。
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
自
由
に
聴

い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
お
正
月
遊
び
を
体
験
し
よ
う
！

今
年
は
ジ
ャ
ン
ボ『
折
り
紙
』＆『
と
ん
と
ん
相
撲
』大
会
!!

『
ひ
ら
け
っ
!!
ヒ
ッ
パ
レ
玉
手
箱
♪
』

み
ん
な
で
楽
し
い
お
正
月

う
え
る
か
む
す
ぷ
り
ん
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

い
な
つ
フ
ォ
ー
クvillage　

２
０
１
７

宝くじの収益金の一部は、コミュニティ活動に必要な備品や施設の整備、
活力ある地域づくりなどに役立てられています。
今年度稲津まちづくりでは、宝くじ助成を活用し活動備品を購入しました。

・バルーン投光機　　１台
・スポットライト　　２個
・ワンタッチテント　５張

これらの備品は、７月30日に開催した「町民夏まつり」等で使用しました。
ワンタッチテントは従来のテントと比べ準備片付けの負担が軽減、バルーン投
光機とスポットライトは、野外ステージを効果的に演出するなどイベントを大
いに盛り上げました。
今後もまちづくりが開催する行事やイベントに活用します。

宝くじ助成金で備品を購入宝くじ助成金で備品を購入

問合せ　稲津公民館　☎68-3201

昨年のジャンボ双六の様子
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月 事　業　内　容

４
屏風山山開き祭 （2日）
小里城跡清掃祈願祭 （9日）
通常総会 （25日）

５
いいなっつ農園苗植え （21日）
稲津ふれあい映画館 （28日）

６

広報紙20号発行
花いっぱい事業 （3日）
稲津青少年育成町民会議 （10日）
屏風山登山 （25日）

７ 町民夏まつり （30日）

８
お年寄りと子どもの
　　　　　ふれあい広場 （19日）

９ 町民ふれあい大運動会 （25日）

10
いいなっつ農園収穫祭 （8日）
稲津町文化祭 （22・23日）
屏風山登山と山の音楽会 （29日）

11
花いっぱい事業 （4日）
みのり財布まつり （13日）

12
いなつクリスマス
　ファミリーこんさぁと （10日）

1 広報紙21号発行

２
稲津青少年育成町民会議 （8日）
いなつフォークビレッジ
 （18・19日）

３ すぷりんぐコンサート （11日）
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屏風山山開き祭

小里城跡整備祈願祭

いいなっつ農園
苗植え

ふれあい映画館

お年寄りと子どもの
ふれあい広場

いいなっつ農園
収穫祭

文化祭

屏風山登山と山の音楽会

秋の花いっぱい事業

いなつクリスマス
ファミリーこんさぁと

屏風山登山

ふれあい大運動会

町民夏まつり

春の花いっぱい事業

いなつ まちづく
り アルバム

いなつって　い・い・なっつ！！

1年を振り返って


